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第
十
六
回
放
送
大
学
神
奈
川
同
窓
会
通
常
総
会
が
、

平
成
十
七
年
五
月
十
五
日
（日
）
午
後

一
時
か
ら
神
奈

川
学
習
セ
ン
タ
ー
第

一
講
義
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
笠
井
理
事
の
司
会
に
よ
り
、
議
長
団
及
び

書
記
団
選
出
の
後
、
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

一
、
平
成
十
六
年
度
活
動
報
告

二
、
平
成
十
六
年
度
収
支

。
決
算
報
告
及
び
監
査

報
告

三
、
平
成
十
六
年
度
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
活
動

報
告

四
、
平
成
十
六
年
度
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
収
支

・

決
算
報
告
及
び
監
査
報
告

五
、
平
成
十
七
年
度
活
動
計
画

（案
）

六
、
平
成
十
七
年
度
収
支

。
予
算

（案
）

七
、
平
成
十
七
年
度
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
活
動

計
画

（案
）

人
、
平
成
十
七
年
度
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
収
支

・

予
算

（案
）

九
、
平
成
十
七
年
度
役
員
選
任

（案
）

以
上
九
件
の
議
案
は
賛
成
多
数
で
原
案
通
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【総
会
成
立
の
確
認
】

会
員
総
数
　
八
五

一
名

（平
成
十
七
年
二
月
二
十

一
日
現
在
）

出
席
者
数
　
四
十

一
名
　
委
任
状
数
　
一
〓
一七
名

合
計
　
一
三
ハ
人
名

会
則
第
十
二
条
に
よ
り
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
度
一活
動
．計
Ｌ

本
会
は
、
会
員
の
親
睦
　
情
報
の
交
換
　
相
互

研
讚
　
社
会

へ
の
貢
献
　
放
送
大
学
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、
魅
力
あ
る
同
窓

会
と
な
る
よ
う
次
の
こ
と
を
行
う
。

一
、
講
演
会
開
催
　
五
月
十
五
日
（日
）

（総
会
終
了
後
）

演
題

自
活
で
き
る
能
力
を

保
持
す
る
た
め
に

講
師
　
放
送
大
学
助
教
授
　
医
学
博
士

臼
井
　
永
男
　
先
生

（終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
）

二
、
六
月
十
九
日

（日
）
歴
史
探
訪
め
ぐ
り

場
所
　
　
江
戸
東
京
博
物
館

「新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
展
」

（幻
の
都
　
楼
蘭
か
ら
永
遠
の
都
　
西
安

へ
）

三
、
人
月
二
十
八
日
（凋
）
フ
エ
ス
タ
横
浜
共
催

四
、
十
月
二
日

（日
）
卒
業
祝
賀
会
の
共
催
及
び

新
規
会
員
の
募
集
活
動
実
施

五
、
十
月
二
十
三
日

（日
）

江
戸
の
名
残
り

。
谷
中
の
寺
巡
り

（詳
細
は
波
濤
の
企
画
だ
よ
り
参
照
）

六
、
公
開
講
演
会

神
奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー
共
催

（詳
細
は
大
学
案
内
「お
友
だ
ち

知
人
紹
介
」
に
同
封
予
定
）

七
、
二
月
十
九
日

（日
）
　

映
画
鑑
賞
会

（詳
細
は
波
濤
の
企
画
だ
よ
り
参
照
）

人
、
二
月
　
一年
業
祝
賀
会

へ
の
参
画
及
び

新
規
会
員
の
募
集
活
動
実
施

九
、
役
員
会
開
催
（年
人
～
九
回
予
定
）

十
、
会
報

「波
濤
」
発
行
（年
二
回
）

十

一
、
フ
オ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
活
動

へ
の
参
加

（発
展
途
上
国
の
子
供
と
そ
の
家
族
、
地
域

に
対
す
る
経
済
的
、
精
神
的
援
助
を
目
的

と
す
る
。
活
動
は
主
に
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ

ラ
ン
実
行
委
員
会
に
よ
る
。
）

十
二
、
そ
の
他

放
送
大
学
同
窓
会
連
合
会

へ
の
参
画

身
近
な
社
会
貢
献
活
動

へ
の
参
画

平
成
十
七
難
魔

本
同
窓
会
で
は
、
活
動
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「社
会

へ
の
貢
献
」
の

一
環
と
し
て
、
平
成
二
年

十
二
月
か
ら

（財
）
日
本
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン

協
会
２
８
）
が
行

っ
て
い
る

「
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ

ラ
ン
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
」
は
、
ア
ジ
ア

・
ア
フ

リ
カ
な
ど
の
発
展
途
上
国
で
、
子
供
を
取
り
巻
く

環
境
改
善
を
目
的
と
し
て
、
保
健

・
衛
生

・
居
住

環
境
の
改
善
、
教
育

。
人
材
の
育
成
、
技
術
開
発

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
施
し
て

地
城
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ス
タ
ー

・
ペ
ア
レ
ン
ト
か
ら
送
ら
れ
る
援

助
金
は
、
フ
オ
ス
タ
ー

・
チ
ヤ
イ
ル
ド
や
そ
の
家

庭
を
支
援
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
で
実
施
す

る
こ
れ
ら
の
ブ

ロ
ジ

エ
ク
ト
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
子
供
と
そ
の
家
族

。
地
域
に
対
す

る
精
神
的
援
助
も
行

っ
て
い
ま
す
。

本
会
で
は
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
会
員
の
皆

様
か
ら
の
寄
付
金
を
基
に
、
フ
オ
ス
タ
ー

・
ペ
ア

レ
ン
ト
と
し
て
現
在
五
人
の
チ
ヤ
イ
ル
ド
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
以
下
の
支
援

活
動
を
行
い
ま
す
。

一
、
フ
オ
ス
タ
ー

・
チ
ヤ
イ
ル
ド
五
人

へ
の
資
金

援
助
と
、
文
通
な
ど
に
よ
る
交
流

二
、
同
窓
会
会
員

へ
の
募
金
活
動

（年

一
回
「波
濤
」
に
振
込
用
紙
を
同
封
）

三
、
講
演
会

・
勉
強
会
の
開
催

四
、
広
報
活
動
の
促
進

参
考
資
料

（チ
ャ
イ
ル
ド
の
写
真
、
手
紙
、

成
長
記
録
な
ど
）
の
パ
ネ
ル
展
示

学
習
セ
ン
タ
ー
談
話
室

「
フ
ェ
ス
タ

。
ヨ
コ
ハ
マ
」
会
場
等

会
報

「波
濤
」
に
活
動
報
告
を
掲
載

五
、
チ
ャ
イ
ル
ド
の
母
国
大
使
館
や
関
係
機

関
と
の
情
報
交
換
及
び
、
チ
ャ
イ
ル
ド

訪
間
の
検
討

六
、
実
行
委
員
会
の
開
催
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生
口〈

ム 幸反

①会員名簿引当金
会設立記念行事費

鵬 職 パソコン及びプリンタ鶴  1   平由昨購入

平成16年度フォスター]プラン収支決算報告
(平成16年4月1日～平成17年3月31日)

平成17年度収支予算
(平成17年4月1日～平成18年3月31日)

平成17年度フォスター・プラン収支予算

(平成17年4月1日～平成18年3月31日)

平成16年度収支決算報告
(平成16年4月1日～平成17年3月31日)

収入の部

2支出の部

1

A活動費
― ①会報費

②活動運営費
③卒業祝賀運営費

B事務運営費
①連合会活動費
②会議費
③交通費
④通信費
⑤振替手数料
⑥消耗品費
⑦交際費
③雑費
⑨HP準備金
⑩予備費

員名簿引当金4年目

①入会金
②年度会費
③寄付金
④利子
⑤会員名簿引当金

科   目 予算額 摘  要

(1)前年度繰越金
(2)本年度収入

①入会金

②年度会費
③寄付金
④利子
⑤会員名簿引当含

９３

，

８８‐

０７

，

００て

５０

，

００‐

５‐

，

００‐

５

，

００‐

１

，

００‐

００

，

００‐

入会者50名

会員851名

]1当金5年目

合  計 4,900,88〔

見学会,財スタープシ、社会貢献

会設立記念行事通信費補填とて
5年毎発行の名簿作成費用とて4年目
平成17年2月12日本学習センターにて公開講演

科    目 予算額 摘   要

(1)本年度経費支出

A活動費

①会報費

②活動運営費
③卒業祝賀運営費
B事務運営費
①連合会活動費

②会議費
③交通費
④通信費
⑤振り替手数料

⑥)肖耗品費

⑦交際費

，

２６０

，

０００

４００

，

０００

２００

，

０００

‐ ５０

‐

０００

５０

，

０００

８６０

‐

０００

０

２０

，

０００

‐ ００

，

０００

３００

‐

００Ｃ

３０

，

００Ｃ

２０

，

００Ｃ

２０

，

００‐

２０

，

００て

‐５０

‐

００‘

‐ ００

，

００＜

‐ ００

，

００＜

　

３

‐

６４０

，

８８‐

会報「波濤」印刷

講演会、見学会、ンスタープシ、社会貢献等

〕月卒業祝賀会補助

役員会、総会資料

役員会

総会資料、「波濤」発送費

会費等振替手数料

宛名ラベル、事務用品

対外交際費(他同窓会勧交流等)

備品代

HP作成準備金(前年度より繰越)

引当金5年目

合  計 4.900,881

科  目 予算額(「決算額(「 差異(円 摘   要

収

　

入

　

部

1前年度繰越金

2寄付

3同窓会より助成金

4貯金利子

929,444

320,000

10,000

A32,500

0

32

援助金基金を含む

152件(内142件は口座振込)

本年度収入計 △32.468

合 計 1259494 1,291,96:

支

　

出

　

部

1援助金

2活動費

3事務費(1)

4事務費(2)

5通信着

肛

肛

Щ

　

Щ

０００

０００

１６８

　

３５５

１

２

△

475人分(ラキイルド入替りの関係)

講演会延期

回座振込手数料、他

振込用紙印刷代、他

切手=ハガキ=封筒代など

本年度支出計

次年度へ繰越 919,494 △6565[

合 計 1,259,4941,291,962

1 収入の部                  (単 位:円)

科 目 予算額(円) 摘  要

(1)前年度より繰越 援助金基金30万円を含む

(2)寄付

(3)同窓会より助成金

(4)貯金利子

前年度決算額参考

平成17年度収入計 330,05C

合 計 1,315,191

2支 出の

科 目 予算額(円) 摘  要

(1)援助金

(2)活動費

(3)事務費

(4)通信費

，

００く

，

００＜

，

００＜

，

００＜

チャrルド5人分

小 計

次年度へ繰越 援助金基金30万円を含む

合 計 1,315191
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『
自
活
で
き
る
能
力
を

保
持
す
る
た
め
に
』

千
葉
　
良

一

五
月
十
五
日
（日
）
神
奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー

に
て
、
同
窓
会
総
会
に
引
続
き
臼
井
永
男
先

生
の
少
子
高
齢
化
社
会
を
む
か
え

「自
活
で

き
る
能
力
を
保
持
す
る
た
め
に
」
の
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。

人
は
誰
し
も
生
ま
れ
た
時
よ
り
生
涯
、
健

康
で
他
人
か
ら
介
護
を
受
け
る
こ
と
な
く
生

を
完
う
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
願
い
が
実
現
す
る
に
は
、
特
異
な

事
情
を
持

っ
て
い
る
人
は
別
と
し
て
、
日
常

生
活
の
な
か
で
健
康
に
生
き
る
こ
と
に
特
段

の
注
意
、
科
学
的
合
理
性
を
意
識
し
て
生
活

す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

＊
　
人
間
は
進
化
を
経
て
二
本
足
で
立

つ
て

歩
く
の
に
都
合
よ
く
な

っ
て
い
る
、
重
心
位

置
が
高
い
の
で
大
き
な
位
置
ネ
ル
ギ
ー
が
あ

る
、
大
腿
部
と
下
退
部
が
膝
の
関
節
で
百
七

十
四
度
の
角
度
で
接
し
て
い
る
、
重
心
点
を

垂
直
に
下
ろ
す
と
、
躁
の
前
に
来
る
前
傾
姿

勢
で
あ
る
。

＊
　
体
力
に
つ
い
て
、
年
齢
変
化
が
あ
る
二

十
歳
代
を
ピ
ー
ク
に
加
齢
と
と
も
に
低
下
傾

向
に
な
る
が
、
体
力
要
素
に
よ

つ
て
必
ず
し

も
同

一
で
は
な
く
ピ
ー
ク
時
と
七
十
歳
を
比

べ
て
み
た
場
合
、
立
位
体
前
垂
直
跳
は
約
五

五
％
、
反
復
横
跳
約
六
十
％
、
握
力
約
七
十

％
、
腕
立
伏
、
閉
眠
片
足
は
二
十
五
％
を
切

る
状
態
と
な
る
。

＊
　
宇
宙
旅
行
に
お
け
る
か
ら
だ
の
変
調
、

カ
ル
シ

ュ
ウ
ム
代
謝
の
克
進
か
ら
骨
粗
縣
症

に
つ
な
が
る
、
筋
萎
縮
が
起
き
る
、
抗
重
力

筋
、
下
腿
三
頭
筋
が
弛
緩
し
、
そ
の
拮
抗
筋

<講 演中の自丼先生>

で
あ
る
前
腫
骨
筋
が
緊
張
す
る

（地
上
で
の

立
位
姿
勢
時
の
逆
の
現
象
と
な
る
）
心
臓
、

循
環
器
系
で
は
循
環
血
液
量
が
減
少
す
る
、

宇
宙
酔
い
は
す
ぐ
に
慣
れ
る
。

＊
　
入
院
施
設
に
食
堂
や
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

設
置
が
望
ま
れ
る
、
各
種
疾
患
で
入
院
が
長

期
化
す
る
場
合
は
、
意
図
的
に
下
肢
の
筋
緊

張
を
繰
返
し
行

っ
て
い
れ
ば
筋
の
萎
縮
は
軽

減
さ
れ
る
。
筋
肉
に
は
赤
身
筋
肉
と
、
自
身

筋
肉
が
あ
り
、
赤
身
筋
肉
は
長
時
間
持
続
力

が
、
自
身
筋
肉
は
短
時
間
瞬
発
力
が
特
質
で

あ
る
が
、
自
身
筋
肉
は
先
に
衰
え
る
、
日
常

使
っ
て
い
る
筋
肉
は
衰
え
に
く
い
。

＊

誰
し
も
定
年
の
時
期
は
や
っ
て
く
る
、
老

化
廃
用
性
認
知
症
対
策
に
は
、
脳
活
性
化
訓

練
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
、
右
脳
茂
樹
活
性

化
に
は
音
楽
、
絵
画
、
ゲ
ー
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
。

定
期
的
身
体
運
動
に
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
ラ

ジ
オ
体
操
、
水
泳
な
ど
、
ま
た
老
若
男
女
交

際
、
日
記
を
書
く
等
の
継
続
実
行
が
効
果
が

あ
る
。

＊

人
生
の
段
階
、
人
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期

は
、
そ
の
時
代
の
固
有
の
成
果
を
蓄
積
し
て
、

こ
れ
を
人
格
の
な
か
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
子
供
の
時
代
は
子
供
ら
し
く
無
邪
気

さ
を
残
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
な
し
に
は
誰

で
も
他
人
に
よ
い
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
完

全
な
人
間
と
は
な
り
え
な

、
。
こ
の
よ
う
な

時
代
の
ど
れ
か
ひ
と

つ
を
デ
び
越
え
た
り
、

あ
わ
て
す
ぎ
て
そ
の
時
代
の
特
質
を
十
分
に

利
用
し
な
い
者
は
、
あ
と
か
ら
そ
れ
を
取
り

戻
そ
う
と
し
て
も
そ
れ
は
不
可
能
な
こ
と
だ

と
言
え
る
、
そ
う
い
う
人
は
常
に
そ
の
人
格

全
体
に
ひ
と
日
で
わ
か
る
欠
陥
を
留
め
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

＊

主
要
死
因
別
に
見
た
死
亡
率
、　
一
位
、
悪

性
新
生
物
、
二
位
、
心
疾
患
、
三
位
、
脳
血

管
疾
患

＊
　
加
齢
と
運
動
量
の
減
少
と
い
う
悪
循
環

＊
加
齢
―
運
動
量
の
減
少
―
か
ら
だ
の
活
力

低
下
、
体
脂
肪
量
の
増
加
、
筋
肉
の
衰
え
―

社
会
的
心
理
的
な
老
化
、
さ
ら
に
運
動
量
が

減
る
―
健
康
状
態
の
悪
化
、
心
臓
病
、
高
血

圧
な
ど
＊
加
齢
―

＊
　
骨
量
、
年
齢
相
応
の
至
適
骨
量
が
あ
る
、

変
形
性
膝
関
節
症
、
脊
柱
靭
帯
骨
症
、
変
形

性
脊
椎
、
骨
折
―
寝
た
き
り
に
な
り
、
全
人

的
支
援
が
必
要
と
な
る
、
骨
粗
縣
症
―
環
境

改
善
、
転
倒
予
防
が
効
果
が
あ
る
。

＊

年
齢
に
よ
る
頚
体
角
の
変
化
、
三
歳
児
、

百
四
十
五
度
―

○
脚
、
成
人
、
百
二
十
六
度

―
正
常
老
人
、
百
二
十
度
Ｉ
Ｘ
脚
と
な
る
。

＊
　
高
齢
期
の
健
康
保
持
は
特
に
肥
満
は
大

敵
で
あ
る
、
標
準
体
重
値
に
大
き
な
差
異
が

出
な
い
よ
う
に
食
物
の
摂
取
量
に
気
を

つ
け

る
、
毎
日
、
中
程
度
以
上
の
運
動
を
継
続
す

る
こ
と
が
無
理
の
な
い
減
量
法
と
な
る
。

＊
　
タ
バ

コ
を
吸
い
つ
づ
け
る
こ
と
は
健
康

維
持
の
観
点
か
ら
百
害
あ

っ
て

一
利
な
し
と

言
わ
れ
る
。

以
上

―
ノ

浅
井
　
公
子

五
月
十
五
日

（
日
）
、
第
十
六
回
同
窓
会

総
会
終
了
後
、
放
送
大
学
助
教
授

医
学
博
士
　
臼
井
永
男
先
生
を
お
迎
え
し
て

表
題
の
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

専
門
分
野
の
運
動
生
理
学
の
見
地
か
ら
の

お
話
で
、
介
護
を
受
け
る
こ
と
な
く
生
涯
を

全
う
す
る
た
め
に
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た

め
の
い
く
つ
か
の
課
題
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
さ
れ
若
々
し
い
足
取
り

で
演
台
に
立
た
れ
た
先
生
は
、
前
に
回
ら
れ

参
加
者
が
分
か
り
易
い
様
に
ご
自
分
の
足
や

手
を
使
い
な
が
ら
の
講
義
が
始
ま
り
ま
し
た
。

先
ず
は
人
間
の
直
立
姿
勢

の
神
秘
の
お
話

か
ら
始
ま
り
、
人
間
の
脚
は
外
反
角
を
持

つ

た
め
脚
を
身
体

の
重
心
の
直
下
に
置
く
事
が

出
来
、
直
立
二
足
歩
行
が
円
滑
に
行
え
る
と

い
う
点
で
動
物
と
は
大
き
く
異
な
る
と
い
う

事
で
し
た
。

又
、
近
年
身
近
に
な
り

つ
つ
あ
る
宇
宙
旅

行
で
の
身
体
の
変
調
に

つ
い
て
、
宇
宙
到
着

直
後
か
ら
体
液
移
動
の
変
化
が
起
こ
っ
た
り
、

カ
ル
シ

ュ
ウ
ム
代
謝

の
克
進
が
す
ぐ
に
骨
粗

縣
症
に
繋
が

つ
た
り
す
る
な
ど
の
、
怖
さ
、

不
思
議
さ
の
お
話
し
を
大
変
興
味
深
く
聞
き

ま
し
た
。

又
、
高
齢
者
が
検
査
入
院
で
寝
付
い
て
し

ま

っ
た
例
を
挙
げ
ら
れ
、　
一
日
で
も
身
体
を

動
か
さ
な
い
と
そ
の
分
老
化
が
早
ま

っ
て
し

ま
い
、
そ
れ
を
く
い
止
め
る
唯

一
の
方
法
は

神
経
や
筋
肉
を
鍛
え
る
事
を
毎
日
実
践
す
る

大
切
さ
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
脳
の
運
動
と
い
う
観
点
か
ら
は
認
知

症
の
お
話
が
あ
り
、
生
活
習
慣
病
と
し
て
捉

え
た
時
に
悪
化
要
因
と
し
て
個
人
、
家
族
、

社
会
的
要
因
等
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
の
事
で
す

が
、
予
防
対
策
と
し
て
脳
を
活
性
化
す
る
訓

練
が
大
切
で
、
特
に
感
性
を
司
る
右
脳
を
刺

激
す
る
た
め
に
音
楽
や
絵
画
鑑
賞
を
し
た
り
、

散
歩
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
有
酸
素
運
動
で
脳
の

血
流
を
良
く
す
る
事
が
重
要
と
い
う
こ
と
を
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再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
五
年
に
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し

が
あ
り
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム

ヘ
の
転
換
を

目
指
す
そ
う
で
す
。

身
体
的
自
立
は
社
会
参
加
に
も
繋
が
り
、

い

つ
ま
で
も
適
応
能
力
が
あ
り
柔
軟
な
考
え
を

保
持
す
る
た
め
に
も
、
先
生
が
強
調
さ
れ
た

自
ら
が
意
識
し
て
運
動
を
実
践
継
続
し
て
行

う
事
が
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

講
演
後
、
参
加
者
か
ら
の
質
疑
応
答
も
盛

ん
に
な
さ
れ
も
う
少
し
時
間
が
欲
し
い
と
こ

ろ
で
し
た
。

幻
の
都

楼
蘭
か
ら

永
遠
の
都

西
安
ヘ

放
送
大
学
神
奈
川
同
窓
会木

村
　
勝
紀

平
成
十
七
年
六
月
十
九
日

（日
）
神
奈
川
同

窓
会
企
画
に
よ
る

「新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
展
」
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
年
二
月
に
入
会

し
た
ば
か
り
の
新
参
者
。
集
合
時
間
に
遅
れ
る

失
礼
が
あ

っ
て
は
な
ら
じ
と
、
ゆ
と
り
を
も

つ

て
家
を
出
ま
し
た
。
入
梅
後
の
時
節
に
も
か
か

わ
ら
ず
好
天
、
微
風
、
や
や
汗
ば
む
ほ
ど
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
ま
ず
天
候
に
は
恵
ま
れ

絶
好
の
見
学
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸
東
京

博
物
館
入
口
が
集
合
場
所
と
の
心
も
と
な
い
情

報
を
頼
り
に
Ｊ
Ｒ
両
国
駅
に
到
着
。
あ
の
広
大

な
敷
地
を
持

つ
江
戸
東
京
博
物
館
の
そ
の
入
口

と
は
？
　
常
設
展
示
場
と
特
別
展
示
場
の
入
り

国
が
分
か
れ
て
お
り
、
皆
様
と
顔
を
合
わ
せ
る

に
は
、
顔
見
知
り
の
方
が
極
少
数
と
言
う
こ
と

も
あ

っ
て
、
い
た
く
苦
労
致
し
ま
し
た
。
幸
い

時
間
に
は
ゆ
と
り
が
あ

っ
て
無
事
失
礼
な
く
皆

様
と
合
流
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
展

示
会
は
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
上
、
土
曜
日

と
あ

つ
て
館
内
は
ほ
ぼ
満
員
の
盛
況
で
し
た
。

さ
て
、
展
示
会
の
様
子
を
少
し
ば
か
り
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
ア

ジ
ア
と
地
中
海
沿
岸
地
域
を
結
ぶ
東
西
交
易
の

道
は
、
ま
た
東
西
文
明
の
十
字
路
で
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
発
着
点
で
あ
る
西
安
周
辺
と
、
西

域
の
砂
漠
地
帯
を
抜
け
る

「オ
ア
シ
ス
の
道
」

の
要
衝
、
中
国
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
考
古

学
上
の
新
発
見
が
相
次
い
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

本
展
は
、
世
界
初
公
開
を
含
む
約

一
三
〇
点
余

り
を
中
心
に
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
未
知
の
実
像

に
迫
ろ
う
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
新

彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
は
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂

漠
を
囲
ん
で
敦
爆
、
楼
蘭
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
、
ウ

ル
ム
チ
、
ト
ル
フ
ア
ン
な
ど
お
馴
染
み
の
地
名

が
出
て
き
ま
す
。
お
目
当
て
の
展
示
品
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
し
た
。
砂
漠
の
中
の
廃
墟
楼
蘭
、

そ
の
西
方
の
地
に
四
千
年
前
の
墓
地
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
発
掘
さ
れ
た
女
性
の
ミ
イ
ラ
、
木

製
の
ミ
イ
ラ

（木
彫
の
人
形
）
、
さ
ま
ざ
ま
な

副
葬
品
。
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
南
側
を
通
る

最
大
の
オ
ア
シ
ス
国
家
ホ
ー
タ
ン
の
副
都
ダ
ン

ダ
ン
ウ
イ
リ
ク
で
発
見
さ
れ
た

「西
域
の
モ
ナ

リ
ザ
」
と
称
さ
れ
る
如
来
図
の
壁
画
。
天
山
南

路
に
点
在
す
る
オ
ア
シ
ス
都
市
と
楼
蘭
、
敦
違

を
結
ぶ
沿
道
に
所
在
す
る
営
盤

（
い
ん
ば
ん
）

墓
地
で
発
掘
さ
れ
た

「営
盤
の
美
男
」
の
別
名

を
持

つ
男
子
ミ
イ
ラ
。
そ
の
ミ
イ
ラ
が
着
装
し

て
い
た
マ
ス
ク
と
色
鮮
や
か
な
毛
織
物
、
絹
織

物
の
衣
装
。
天
山
北
路
で
発
掘
さ
れ
た

「黄
金

の
仮
面
」
。
灼
熱
の
都

・
ト
ル
フ
ア
ン
出
上
の

絵
画
。
そ
の
ほ
か
金
製
品
や
陶
磁
器
、
金
銀
貨

幣
な
ど
な
ど
が
絢
爛
豪
華
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
丹
念
に
鑑
賞
す
る
に
は
混
雑
の
中
膨
大

な
時
間
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
適
宜
に
歩
を

進
め
特
性
の
カ
ラ
ー
図
録
を
買
い
求
め
、
家
で

ゆ
つ
く
り
写
真
鑑
賞
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

悠
久
な
時
間
の
流
れ
と
神
秘
の
ベ
ー
ル
に
包
ま

れ
た
ロ
マ
ン
の
香
り
を
十
分
満
喫
し
た
見
学
で

あ
り
ま
し
た
。
退
館
後
は
、
両
国
な
ら
で
は
の

ち
や
ん
こ
鍋
の
店

「大
関
霧
島
」
で
の
懇
親
会

を
経
て
楽
し
い
会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

以
上

[木製人面]

青銅器時代

志
賀

健
三

六
月
十
九
日

（日
）
波
濤
　
第
二
十
九
号
で

案
内
の

「新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
展
」
（江
戸
東
京

博
物
館
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
十
五

名
、
午
後

一
時
半
頃
入
場
。
大
勢
の
見
物
客
で

混
　
雑
し
て
い
て
列
に
従

っ
て
進
ん
で
い
た
の

で
は
時
間
が
足
り
な
い
の
で
は
と
、
距
離
を
お

い
て
遠
く
か
ら
眺
め
た
だ
け
の
展
示
品
も
か
な

り
多
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
回
の
出
陳
文
物
は

一
九
二
四
年
に
始
ま
り

二
〇
〇
三
年
に
か
け
て
発
掘
さ
れ
た
青
銅
器
時

代
か
ら
唐
代
ま
で
の
百
二
十
余
点
で
す
。
ち
な

み
に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要
衝
に
あ
た
る
新
彊
ウ

イ
グ
ル
自
治
区
に
は
天
山
北
路
と
天
山
南
路
お

よ
び
西
域
南
道
が
あ
り
、
中
で
も
近
年
日
中
共

同
で
発
掘
し
た
ダ
ン
タ
ン
ウ
イ
リ
ク
遺
跡

（西

域
南
道
）
の
壁
画
や
小
河
墓
地

（天
山
南
路
）

の
出
土
品
は
中
国
で
さ
え
公
開
さ
れ
て
い
な
い

世
界
初
公
開
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
て
印
象
深
い
展
示
品
を
順
不
同
に
並
べ
て

み
ま
す
と
、
①
人
物
像

（小
河
墓
地
　
出
土
）

②
木
製
ミ
イ
ラ

（小
河
墓
地
）
③
嬰
児
ミ
イ
ラ

（ザ
ー
ホ
ン
ル
ッ
ク
墓
地
）
④
男
子
ミ
イ
ラ
衣

装

（イ
ン
パ
ン
墓
）
⑤
壁
画
川
来
図

（ダ
ン
タ

ン
ウ
イ
リ
ク
遺
跡
）
な
ど
一　
し
よ
う
か
。

楼蘭  小河墓遺跡 (しょがぼいせき)

楼蘭故城の西175キロ、砂漠の中に位置する

3千年～4千年前の太古の墓地

①
に
つ
い
て
は
胡
楊

（ポ
プ
ラ
の

一
種
）
か

ら
作
ら
れ
た
３
ヨ
余
の
像
で
木
目
に
沿

っ
て
細

く
ひ
び
割
れ
た
木
肌
が
四
〇
〇
〇
年
の
歳
月
と

乾
燥
に
耐
え
て
す
さ
ま
じ
い
。

②
代
替
で
故
人
を
偲
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
考
古
学
上
大
変
珍
し
い
。

③
同
行
者
に
重
要
出
展
品
の

一
つ
だ
と
教
え

て
い
た
だ
き
引
き
返
し
て
見
直
し
た
。
見
過
ご

す
と
こ
ろ
で
予
備
知
識
の
な
さ
を
後
悔
し
た
。

（目
に
黒
い
石
が
は
め
込
ま
れ
て
お
り
人
形
か

と
思

っ
て
し
ま

っ
た
）

④
き
ら
び
や
か
な
装
飾
で
ギ
リ
シ
ヤ
、

ロ
ー

マ
の
影
響
が
色
濃
く
遠
く
西
方
か
ら
運
ば
れ
た

衣
装
と
思
わ
れ
文
化
交
流
の
貴
重
な
品
。

⑤
発
見
隊
員
の
小
島
氏
が
西
域
の
モ
ナ
リ
ザ

と
称
し
た
。

参
加
者
が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
展
を
見
終
わ
り
常

設
会
場

へ
と
移
動
し
た
の
で
、
最
終
待
ち
合
わ

せ
場
所
で
の
集
合
時
間
ま
で
ひ
と
休
み
。
そ
の

あ
い
間
も
同
行
者
の
な
か
で
最
近
敦
爆
を
含
む

中
国
各
地
の
旅
を
し
て
き
た
と
い
う
方
が
い
て
、

楽
し
い
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
て
幸
運
で
あ

っ
た
。
三
時
半
頃
会
場
を
あ
と
に
し
て
、
懇
談

会
場

（霧
島
店
）

へ
と
向
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
西
域
と
い
え
ば
、
玄
美
三
蔵
法
師

が
六
二
九
年
、
天
山
南
路
か
ら
イ
ン
ド

ヘ
旅
立

ち

「大
唐
西
域
記
」
を
著
わ
し
、
そ
の
旅
行
記

か
ら
取
材
し
た
小
説

「西
遊
記
」
が
生
ま
れ

て
い
る
。
今
私
は
馬
依
拉

（新
彊
民
謡
）
と
い

う
伸
び
や
か
で
力
強
い
三
胡

（
Ｃ
Ｄ
）
を
聴
き

な
が
ら
今
回
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
展
を
反
勿
し

「西
遊
記
」
の
舞
台
と
な

っ
た
未
知
の
土
地
や

緑
豊
か
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
楼
蘭

へ
と
想
像
を

ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
。

〔参
考
〕

新
彊

（
シ
ン
チ
ア
ン
）

璃
依
拉

（
マ
イ
ラ
）

壁画 「如来図」

唐時代
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プこ よ  う 』

江戸の名残り。谷中の寺巡り

中世鎌倉に飽きたら、近世江戸の谷中へご招待。東京の下町谷中は、江戸時代の都市計画の一環として多くの寺院
が集められ、門前町として発展 しました。こんにちなお 60ヶ 寺を数える寺町として東京名所の一つに数えられてい
ます。以下に江戸の名残 り。谷中の寺巡 りを企画致しました。多くの皆様の参加をお待ち申し上げます。

(幹事 :木村勝紀 ・芝崎芳和)

開催 日程 :平 成 17年 10月 23日  (日 )

集合場所 :」 R横 浜駅 上 り東海道線ホーム 最後部付近
5分集合時間 :午前 9時  出発時刻 :午前 9時 1

コ ー ス 概略 (主な訪問先)

」R横 浜駅→ (東京駅経由)→ JR日 暮里駅→羽二重団子本店→天王寺→本行寺→朝倉彫塑館→谷中霊園→
(昼食)→ 寛永寺→浄名院→下町風俗資料館敷設展示場→大雄寺→自性寺→全生庵→大円寺→大名時計博物館→

根津神社→地下鉄根津駅→大手町→ (地下道徒歩)→ 東京駅→ビアホールで乾杯→解散
申込締切 :平成 17年 10月 22日 (土)
申込先  :木 村勝紀

TEL 045-814-2901

E‐mail kimukatu@ee.catv‐ yokohama.ne.jp

携帯品 :昼 食弁当

ｒ

Ⅱ 仝 島

１

２

３

４

映画鑑賞会&お 話し

毎年恒例の映画と講演を次のとお り行います。皆様のご参加をお待ちしてお ります。

日 時  平成 18年 2月 19日 (日)
13時 ～ 16時

場 所  神奈川学習センター 講義室

プログラム

①  お話 「日本映画の力」

エ ド・マクベイン原作 “キングの身代金"を 「椿三

十郎」の小国英雄、菊島隆三、久板栄二郎、黒澤明が
共同で脚色した刑事もの。

出演俳優
三船敏郎、仲代達矢、香川京子、三橋達也、他

*エ ドガー ・アラン ・ポー賞
*1964年度ゴールデンローレル賞講

時

時

作

監

師 西浦 久晏 氏  横浜映画研究会会員
間 13時 ～ 13時 50分

② 映画鑑賞

間  14時 ～ 16時

品  「天国と地獄」 公開/1963年3月1日

督  黒澤 明

『企画だより』の間含先

企画  木村 勝紀
TEL 045-814-2901

E‐mail kimukatu@eeocatv‐ yokohama.ne.jp

一人でも多くの同窓生と集える機会を作るために毎年企画をしています。
是非、お気軽にご参加 ください。
また、何か企画にご提案などありましたらお教え下さい。
参考にさせて頂き、よりよい同窓会にしたいと思つています。
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同
窓
会
で
は
、
活
動
の

一
つ
で
あ
る

「社

会

へ
の
貢
献
」
の

一
環
と
し
て
、　
一
九
九

一

年
よ
り

「
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
」
活
動
に

参
加
を
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
援
助

金
を
基
に
現
在
五
名
の
フ
オ
ス
タ
ー

・
チ
ヤ

イ
ル
ド
の
支
援
を
し
お
り
ま
す
が
、
今
回
は

当
実
行
委
員
会
の
活
動
も
と
で
あ
る

「
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
協
会
」
を
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
と
は

フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
は
、
国
連
に
公
認

・

登
録
さ
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
は
、

民
間
で
非
営
利
の
国
際
援
助
団
体
の
こ
と
。

特
定
の
宗
教
や
政
治
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

活
動
の
始
ま
り
は

一
九
二
七
年
。
現
在
、
ア

ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ

。
中
南
米
の
四
十
五
ケ
国

で
、
地
域
の
人
た
ち
の
積
極
的
な
参
加
の
も

と
、
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
生
活
環
境
の

向
上
を
目
指
し
、
多
岐
に
わ
た
る
開
発
援
助

プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
フ
オ

ス
タ
ー
」
と
は
、
英
語
で
、　
製
目
て
る

。
奨

励
す
る
』
と
い
う
意
味
。
貧
困
に
よ
る
深
刻

な
問
題
を
抱
え
た
途
上
国
の
な
か
で
、
最
も

弱
い
立
場
に
あ
り
影
響
を
受
け
や
す
い
の
は
、

子
ど
も
た
ち
で
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を
持
て
る
明
日
を

実
現
す
る
た
め
に
、
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン

は
子
ど
も
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
声
を
尊
重

し
た
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
二
つ
の
活
動
方
針

一
、
子
ど
も
と
そ
の
家
族
、
地
域
の
人
び
と

の
生
活
環
境
を
整
え
、
彼
ら
が
能
力
を
発

揮
し
、
村
づ
く
り
を
維
持
で
き
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

二
、
世
界
中
の
異
な
る
文
化
を
持

つ
人
び
と

が
互
い
を
尊
重
し
、
理
解
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
な
関
係
づ
く
り
を
し
ま
す
。　
一
方
通

行
で
は
な
い
、
心
の
通

っ
た
協
力
関
係
を

目
指
し
ま
す
。

三
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
健
康
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
彼
ら
の
権
利

を
尊
重
し
、
受
け
る
べ
き
利
益
を
確
立
で

き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

五
分
野
で
の
地
域
開
発

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し
て
そ
の
能

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
生
活
環
境
作
り
。

そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
フ
オ
ス
タ
ー

・

プ
ラ
ン
で
は
以
下
の
５
つ
の
分
野
で
活
動
を

行

っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
や

意
志
に
よ
っ
て
、
活
動
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま

に
変
わ
る
の
で
、
こ
こ
に
ご
紹
介
す
る
の
は

ほ
ん
の

一
例
で
す
。

ｘ
保
健
医
療
と
子
ど
も
の
成
長

ｘ
教
育
と
学
習

ｘ
住
ま
い
と
生
活

ｘ
住
民
と
生
計

ｘ
相
互
理
解
と
協
力

日
本
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
協
会

⊂
卿
ｒ
，̈
一
けも
＼̈
＼
超選
く
。ｏ
］∞
５
‐
」∞
も
∞
●
・
〇
『
∞

会
員
の
皆
様
か
ら
の
援
助
金
は
、
フ
オ
ス

タ
ー

・
チ
ャ
イ
ル
ド
と
そ
の
家
族
を
支
援
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
多
岐
に
わ
た
る
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
施
や
、
チ
ャ
イ
ル
ド
と
そ

の
家
族

・
地
域
の
精
神
的
援
助
も
行

っ
て
い

ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

同
窓
会
で
は
Ｆ
．
Ｐ
．
活
動
に
お
手
伝
い

頂
け
る
方
も
募

っ
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
、
左
記

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先
¨
８
７
Ｎ
８
よ
ミ
Ｎ

五
十
嵐

一
成

一平
成
十
七
年
度
役
員
一

「同

窓

会

役

員
」

〈
ム
　
長
　
　
五
十
嵐

一
成

副
会
長
　
　
笠
井
政
記

。
和
田
正
純

事
務
局
長
　
千
葉
良

一

事
務
局
　
　
片
野
克
巳

・

総
　
務
　
　
椎
橋
秀
光

・
志
賀
健
三

企
　
画
　
　
芝
崎
芳
和

。
木
村
勝
紀

〈
ム
　
計
　
　
頼
成
敦
子

・
浅
井
公
子

監
　
事
　
　
松
岡
和
正

。
龍
造
寺
寛

「退
　
任
　
役
　
員
」

片
岡
久
雄
・竹
中
司
朗

。
大
泉
ト
ク

大
花
幸
子

。
野
末
富
美
子

・
松
本
修

梅
本
奈
美
子

・
嶽
山
康
則

・
北
村
祐
子

（皆
様
長
い
間

ご
苦
労
様
で
し
た
）

「
フ
オ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
実
行
委
員
」

五
十
嵐

一
成

。
稲
葉
恒
夫

。
大
泉
ト
ク

片
岡
久
雄

・
坂
本
春
江

・
藤
井
輝

星
礼
子

・
森
西
節
子

松
岡
和
正

・
森
西
節
子

卜

　
　
晨

一言
口
　
　
　
主
平
†

次
の
方
々
の
訃
報
が

ご
家
族
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

村
上
　
美
砂
子
　
様

（平
成
元
年
　
発
達
と
教
育
）

南
　
宏
　
様

（平
成
四
年
　
産
業
と
技
術
）

（平
成
七
年
　
人
間
の
探
求
）

三
浦
　
進
　
様

（平
成
二
年
　
発
達
と
教
育
）

西
條
　
尚
美
　
様

（平
成
五
年
　
人
間
の
探
求
）

山
本
　
一
美
　
様

（平
成
二
年
九
月

発
達
と
教
育
）

弦
に
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。合

掌

||,´全ヽ|||
|||ア11111

1計 |

1事|
1務|
1麗:
|か

'|な|
|||(ア1)|||

お
一願
い
一

神
奈
川
同
窓
会
で
は
、
会
員
の
皆
様
に
、

入
会
時
に
入
会
金
五
千
円
、
年
度
会
費
と
し

て
千
円
を
納
入
し
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。

過
年
度
分
、
未
納
の
方
は
、
四
月
発
行
の

「波
涛
」
に
同
封
の
振
込
用
紙
に
て
、
平
成

十
七
年
度
年
会
費
を
お
振
込
み
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

振
込
み
用
紙
の
記
載
に
つ
い
て

住
所
氏
名
を
記
入
の
際
は
、
恐
れ
入
り
ま

す
が
楷
書
で
の
記
入
と
フ
リ
ガ
ナ
の
記
載
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

住
所
変
更
を
さ
れ
る
方

変
更
後
の
住
所
。電
話
番
号
等
を
振
込
み

用
紙
に
記
入
す
る
際
は
、
「住
所
変
更
」
と
朱

書
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

同
窓
会
活
動
に
ご
協
力
し
て
下
さ
る
方
を
、
役

員

一
同
切
望
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
頂
け
そ
う

な
方
の
ご
推
薦
も
、
是
非
お
願
い
致
し
ま
す
。

そ
の
他
、
お
問
合
せ
等
は
左
記
に
ご
連
絡
お
願

い
致
し
ま
す
。

日
座
番
号
　
ｏ
露
８
よ
ユ
８
“

平
‐
い
∞
Ｎ
Ｉ
Ｏ
０
０
い

横
浜
市
南
区
大
岡
二
―
三

一
―

一

放
送
大
学
神
奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー
内

神
奈
川
同
窓
会
事
務
局

連
絡
先
一
８
？
Ｎ
８
よ
Ｑ
Ｎ

五
十
嵐
　
一
成
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